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つがるの昔っこ２７（昔話）

和尚様と小坊こ②
（津軽弁）



昔、山の寺コさ和尚様ど小坊コいであたど。
ある日和尚様、檀家の法事さよばえで、馬（ま）コさ乗って、小坊コばお供にしてでがげだど。

ウグイス、ホーホケキョて鳴いでら、気持ちこいい春の日であったど。



馬（ま）コの背中でポックラポックラど揺れでるうぢに、和尚様、うっつらうっつらと居眠
り始めだど。
うっつら、コックラ、うっつら、コックラて眠でるうぢに、和尚様かぶってら頭巾コだんだ
んずれできて、とうとう頭（あだま）がら落ぢでまたずおん。



たーんげ行ったきゃ、頭コスースーてす
どごで和尚様目さましたきゃ頭巾ねぇど。

『小坊コ、小坊コ、我（わ）の頭巾わが
ねが？』て云（し）たきゃ、小坊コ『さ
きた頭がら落ぢで、土手の藪（やぶ）の
方さとんで行げした』て云（し）たど。



和尚ぁ、かんかんになって怒って、
『なんぼ馬鹿だ小坊コだば、走（は）けで戻て探して来い！』て拾いにやったど。
小坊コ走（は）けで行って、藪（やぶ）の中（なが）探して持って来たど。
和尚様『今度（こんだ）、馬（ま）がら落ぢだものあったら、何でも拾っておげ』て云（い）
いつげで、又頭巾ばかぶって行ったど。



ポックラ、ポックラて歩いてるうぢに、和尚様、又、うっつら、コックラ、うっつら、コック
ラど舟コこぎ始めだど。
したきゃ、又、頭巾コずれで落ぢだど。
小坊コぁ和尚様に云われだ通り、落ぢで来たのば拾って、馬コのあどついで行ったど。

そしてらきゃ、馬（ま）コぁ、尻尾ばボンと上げで、馬（ま）の糞、ボタラボタラど落どした
ど。小坊コぁ、馬（ま）がら落ぢだものぁ何でも拾えて云（さ）えでらどごで、その馬（ま）
の糞ばみんな拾って入れるものぁねぇどごで、和尚様の頭巾さズッパど入れで持って行ったど。



そしてるうぢに檀家の門の前まで来たずおん。
檀家の旦那様迎えに出はて来て
『和尚様、和尚様、よぐ来てけした』て云たど。
和尚様、馬（ま）がら降りだきゃ、頭の上さ頭巾ねぇ。
あわでで見だきゃ、小坊コ大事そうにたないであたど。
和尚様、『どら、よごへ』て、頭巾ば小坊コの手がらバックラど取って、ウッてかぶったど。



そしたきゃ頭の上がら馬（ま）の糞ぁ、ぼったら、ぼったらど落ぢで来たどせ。
頭も顔も馬（ま）の糞だらけになった和尚様、
『何だば、何だば！お前（め）何したんだば！！』て顔（つら）まっ赤にして、小坊コ
とば叱ったど。



『したて和尚様、馬（ま）がら落ぢだもの、何でも拾っておげてしたはんで、我（わ）、拾っ
て持って来たんですおん』てしたどごで、檀家の人達も、おがしくておがしくて、どっと笑っ
たど。



それから誰（だ）がらともなく、この山寺の和尚さんば、「馬（ま）の糞山 かぶり寺」の
ボタボタ和尚て云（す）んたになったど。

これも臭くておがしい話コだきゃなぁ。


